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1.　はじめに

この度は 2025年度年次大会の優秀萌芽研究賞に
選出していただき，大変光栄に存じます．同大会で
はオンラインでありながら多方面の方々からご意見
を頂戴し，今日の研究の発展につながる機会を得る
ことができました．この場を借りて，大会に携わっ
ていただいたすべての皆様に感謝申し上げます．ま
た，本稿では受賞者を代表して，長濱の立場から研
究の概要やその裏側について簡素ながら記させてい
ただこうと思います．

2.　研究概要

本大会にて発表した研究の最も根源的なイシュー
は「なぜ小規模事業主のDXは進まないのか」とい
うものです．小規模事業主と呼ばれる企業は従業員
が 5人程度の小規模な状態で運営されている企業の
ことであり，彼らのDXは大企業や中規模企業に比
べて遅れていることが知られています（図 1）1）．そ
うした状況の背景にある要因はすでにいくつか先行
研究で挙げられており，時間不足やお金不足，経営
者の意識不足など多岐にわたります．しかし，俯瞰
してみると今挙げたような要因は際限がなく，根本
的または即時的解決には中々つながらないのが現状
です．そこで，我々はまだ見つかっていない因子，
落とし穴が存在しているのではないかと検討を始め
ました．その結果，DXの導入段階と効果測定の段
階に問題があること，DXに対する小規模事業主の
捉え方が外部で支援する専門家などとは違っている
ことの 2点が挙げられると考えました．前者におい
ては自社でDX状況を診断するツールが小規模事業
者向けに作成されていないことによるミスマッチが
存在し2）, 後者においては小規模事業主の捉えるDX
は専門家の定義するデジタイゼーションに当たると

いった概念的なズレが存在します．これら 2つをま
とめると，小規模事業主が個々に捉えるDXという
姿を適切に記述できていないことが現状のDX推進
を妨げている要因ではないかと我々は推論づけまし
た．これは技術に造詣の深い従業員が少ないからこ
そ起きる小規模事業主特有の悩みでもあります．
では，小規模事業主のDXに対する捉え方をどの
ように可視化できるか．私たちの関心はこの段階に
移りました．当然ながら，これは相手の知覚世界を
みるものなので，簡単ではありません．しかし，同
様の課題をさらに大きい形で記述しようとした人物
にユクスキュルという方がいます．彼の提唱した
「環世界」という考え方は個々の生物には個々の世
界があって，個々の規則や機能によって構成されて
いる，というものです3）．個々の知覚する世界はそ
の個々自身でしか感じ得ない，というのは先ほど挙
げたDXにおける小規模事業主と外部支援者の関係
に類似する点があります．そこで，我々はDXにお
ける環世界を「デジタル化環世界」と称し，前述の
さまざまな 2者間の理解の溝を埋めようというアイ
デアを本大会において発表させていただいた次第で
す．
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図 1　従業員規模別のDX取り組み状況
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3.　研究に至る経緯と現在の状況

現在は先のテーマで引き続き研究を進めており，
デジタル化環世界の描写を進めています．まだまだ
実用に向けては多くのデータと実験が必要になりま
すが，小規模事業主の捉えるDXと彼らが辿ってい
くDXの経路を俯瞰して見ることができるようにな
り，当初のアイデアが概ね実現できるようになって
きたというのが現状です．これに際して，本学会の
2025年度全国大会でも発表させていただくことが執
筆段階で決定しております．今後とも本学会に関わ
るすべての皆様からのご指導ご鞭撻のほどよろしく
お願い申し上げます．
最後に研究に対する私個人の考えとビジョンを記
して結びとさせていただきます．本研究の概要をお
読みいただいた方や以前からDXなどの分野に関心
のある方であればお気づきの通り，小規模事業主の
DXはその難しさと必要性の観点から是非を議論す
る声も多いと思われます．なぜなら，大企業に比べ
てDXに対する負担ばかりが多くリターンは少ない
場合が多いからです．全社一斉のような基幹システ
ムを導入する必要もありませんし，個人用のクラウ
ドでも容量が足りるような企業も少なくないでしょ
う．ですが，COVID-19の到来以降，私たちはパ
ンデミックがこれからも起きうる未来を常に想定し
なければなりません．その中で，業態変革が行われ
デジタル空間でも十分に事業が継続できることは我
が国の経済だけでなく事業主とその関係者の皆様の
生活を守ることにつながります．
さらに少し私的な意見を述べると，小規模事業主
のDXに「意味がない」という声で一蹴することは
簡単であると筆者自身感じています．しかし，それ
以上に「意味がない」に対する反抗心が昨今はより
一層重要なのではないかとも日々感じるのです．た
とえば，DX・デジタル技術の面においても昔は一
部の限られたユーザーがコンピュータを触れる時代
にありましたが，今では全員のポケットにはスマー

トフォンが入っています．プログラムも現在は生成
AIの補助や，ノーコードでアプリを制作する環境
も整いつつあります．このような変遷を見ると，「意
味がない」という声がどの部分にフォーカスを当て
て話されているかを私たちは注視しなければなりま
せん．特に，その諦観が技術的な課題に起因するも
のであれば，今後数年～数十年の間に解決する可能
性は大いにあります．その場合，残された課題は 
DXを行う当人と周囲の支援者の気概によるもので
あり，DX-readyな環境を早期から育めばこれらの
促進も不可能ではありません．「意味がない」とい
う切れ味は確かに鋭く私たちを引き寄せますが，そ
の裏側で失っていく未来への火種もあるはずなので
す．少し話が横道にそれてしまったかもしれません
が，私たちの行っている研究がそうした「意味がな
い」に対するひとつの抗いとして世の中に何か貢献
できればと考えています．
この度はこのような寄稿の機会を与えていただき
ありがとうございました．経営情報学会に携わるす
べての皆様に改めて感謝を申し上げ，本稿を締めさ
せていただきます．
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